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ワールドワイド ェブの利用が日本国内で一般に普及し始め、情報の伝達と発信、探索と入手の仕方が大きく変化してきた。いまや、調べるといえばウェブ検索があたり前になり、ウェブ検索でヒットしないものは存在しないことと同義になりつつある。電子ジャーナルや商用データベースなどのネット上で提供される電子資料の登場と普及によって、研究者は図書館にわざわざ足を運ばずとも、パソコンを利用すれば自分のデスクトップ上で学術情報を手 入れられるようになった。当館が設立当初から収集対象としてきた開発途上国の統計資料や政府刊行物といった一次資料もまた、国・地域によって差はある せよ、ここ数年で最初から電子資料 して作成され 統計局や政府機関のウェブサイトに掲載されるようになってきている。社会における情報環境が変化するなかで、図書館が提供してきた情報サービスが、情報を求めるユーザにとっての価値を相対的に低下させてきたことは否定できない。こうした状況のなかあって、図書館でもウェブという新しい情
報伝達メディアを利用して広報とサービスの拡充を図る流れが出てきた。そのひとつの形が図書館ウェブサイトや図書館ポータルであり、デジタルアーカイブであり、そして、それらすべてを包括するのが電子図書館というコンセプトであった。
この流れは基本的に当館においても同じ
である。アジア経済研究所がウェブサイトを開設し、当館が研究所ウェブサイトの一部として図書館のウェブページを公開したのは一九九六年 「インターネット」という言葉が新語・流行語大賞にトップテン入りした一九九五年の翌年のこと る。こうした世の中の動向に加え、当 の場合、ウェブによる非来館型図書館サービスの強化を積極的に図る大きなきっかけとなったのは、一九九九年 都心から千葉市幕張への研究所移転であった。これによ て図書館への物理的なアクセスが不便になった結果、都心にあった頃よ 利用者が大幅に減少した。利用者の激減という状況を改善 、より多くの人により多くの資料を利用してもらうため、当館は従来の来館型サービスの充実に加え、非来館型サービス、すなわ
ち、電子図書館の強化に取り組むことになった。その取り組みの具体的な内容は、外向けには、全蔵 のデータベース化やデジタルアーカイブによる資料のアクセシビリティの 上、ウェ サイトやＳＤＩアラートによる資料情報の発信であり、所内向けにはポータル機能の強化であった。●資料のアクセシビリティ向上と
情報発信当館がＯＰＡＣをウェブ公開したのは













（二〇〇一年） 、急速にネットワークのブロードバンド化が進み、多様なウェブコンテンツが展開され始める。こうした流れ呼応して、二〇〇〇年、研究所でもウェブサイトを情報発信の重要ツールとして位置づけ、研究員の紹介を行う研究者ホ ムページを設けた。図書館ウェブペ ジに関しても、日本人以外のユーザ 利便性向上を目的として日英二カ国語化 っている。
当館の重要なコレクションである開発途





ウェブサイト・デザインが一新されたのに合わせて、図書館でも蔵書コレクション解説や資料情報などを地域別に掲載したウェブページ「地域から探す」を追加した（二〇〇九年のジェトロ・アジ研のウェブサイトが再びデザイン改定した際に、 「地域別資料ガイド」に名称変 ） 。また、 ウェブサイト開設当初から更新を続けてきた統計機関や政府機関、学術関係機関のリンク集「特選 集」は、二〇〇六年 研究員と協力して研究所全体で更新する体制となり、 「開発途上国関連リンク集」として図書館ウェブページから研究所ウェブサトのトップにメニューが移動した。
ところで、ウェブページで発信した資料
情報はユーザがアクセスしなければ情報として引き出されない。こうしたプル型の情報サービスの欠点を解消するため、急速に普及したブロードバンドと常時接続を背景に、ユーザの要求に従って情報を配信するプッシュ型サービスが登場するようになるのは二〇〇二年頃からで、 図書館システム ・
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の在り方に関する調査研究（図書館）報告書』 （文部科学省「先導的大学改革推進委託事業」 、 〇七年三月 。
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